
(平成 年 月 日 時 分～ 時 分) 必ず記入して下さい。19 10 28 13 0 14 15

受講番号

氏 名「学科試験２」

注 意 事 項

次の注意事項を解答用紙と対比しながら声を出さずに読んで下さい。

解答用紙の受験地、受験番号の確認1.
解答用紙の上段に、あなたの受験地、受験番号が印刷してありますので、内容を確認して下

さい。

記載内容に誤りがある場合は、手を上げて下さい。

．解答用紙への氏名及びフリガナの記入2
解答用紙の氏名欄に、あなたの氏名を、戸籍に記載されている文字を用いて、楷 書で記入す

かいしょ

るとともに、フリガナを記入して下さい。

．問題用紙の表紙への受験番号と氏名の記入3
試験問題の表紙の所定欄に、あなたの受験番号及び氏名を楷 書で記入して下さい。

かいしょ

．問題の数と解答時間4
学科試験２の問題数は 問で、解答時間は 分です。10 75

．解答方法5
( ) 解答方法はマークシート方式です。各試験問題には( )から( )までの４通りの答えがあり1 1 4

ますので、そのうち質問に適した答えを一つ選び、次の例にならって解答用紙にマーク（塗

りつぶす）して下さい。

なお、１つの試験問題で二つ以上マークすると誤りとなりますので注意して下さい。

〔例〕問題１ 次のうち、日本一高い山はどれか。

( ) 阿蘇山1
( ) 浅間山2
( ) 富士山3
( ) 三嶽山4

正解は( )ですから、次のように答案用紙の③をマークして下さい。3

問題番号 解答欄

問題 １ ① ② ● ④

. .



（ ） 採点は機械によって行いますので、解答はＨＢの鉛筆を使用し、○の外にはみ出さない2
ようにマークして下さい。

なお、シャープペンシルを使用する場合は、なるべく芯の太いものを使用して下さい。
しん

………●（このようにマークして下さい ）良い解答の例 。

……悪い解答の例

（ ） 一度マークしたところを訂正する場合は、プラスチック製の消しゴムで消し残りのない3
ように完全に消して下さい。

鉛筆の跡が残ったり、 のような消し方をした場合は、訂正又は解答したことにな

りませんので注意して下さい。

（ ） 解答用紙は、折り曲げたり、チェックやメモ書きなどで汚したりしないように特に注意4
して下さい。

．その他の注意事項6
( ) 試験問題の内容についての質問には一切お答えいたしません。1
( ) 途中退室は開始 分後から終了 分前までの間は認めますが、その前後の途中退室は認2 30 15

めません。

( ) 解答用紙を持ち帰ることはできません。3
解答用紙は退席時に必ず提出して下さい。

( ) 途中退室する際には、着席したままで手を上げて下さい。4
( ) 一度退室すると試験終了後、指示があるまで再入室できません。5
( ) 試験終了後は、監督員が全員の解答用紙を回収し確認作業を行いますので、監督員の指6

示があるまで席を立たないで下さい。

( ) 試験問題は、試験終了後の持ち帰りは認めますが、途中退室する際の持ち出しは認めま7
せん。

途中退室された方が試験問題を必要とする場合は、試験終了後、再入室を許可する旨の

指示を受けてから、再入室して自席のものをお持ち帰り下さい。

. .
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「 学 科 試 験 ２ 」

試 験 問 題

試 験 科 目 頁

給水装置計画論・・・・・・・・・・・・・１

給水装置工事事務論・・・・・・・・・・・５

指 示 が あ る ま で は 開 か な い で 下 さ い 。



. .

給水装置計画論

受水槽式給水に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。問題 31

ア 受水槽は水量の調整に役立つなどの利点があるが、受水槽の管理が不十分な場合、衛生上

の問題を生じる可能性がある。

イ 受水槽式給水のうち、高置水槽式で一つの高置水槽から適切な水圧で給水できる高さの範

囲は、 階程度なので、高層建物では高置水槽や減圧弁をその高さに応じて多段に設置する10
必要がある。

ウ 受水槽式給水のうち、ポンプ直送式とは小規模の中層建物に多く使用されている方式で、

受水槽に受水したのち、ポンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力によって給水する方式であ

る。

エ 配水管の水圧が高いときは、受水槽への流入時に給水管を流れる流量が過大となって、水

道メータの性能、耐久性に支障を与えることがある。したがって、このような場合には、減

圧弁、定流量弁等を設置することが必要である。

ア イ ウ エ

( ) 誤 誤 正 正1
( ) 正 誤 誤 正2
( ) 正 正 誤 正3
( ) 正 正 誤 誤4



. .

下図は、給水管及びその動水勾配線図である。 内に入る語句の組み合わせの問題 32

うち、適当なものはどれか。

：配水管の水圧P0
：配水管と直結加圧形ポンプユニットとの アP1
：直結加圧形ポンプユニットの上流側の給水管及び給水用具の イP2
：直結加圧形ポンプユニットの イP3
：直結加圧形ポンプユニットの下流側の給水管及び給水用具の イP4
：末端 高位の給水用具を使用するために必要な圧力P5
：直結加圧形ポンプユニットと末端 高位の給水用具との アP6
：直結加圧形ポンプユニットの ウP7
：直結加圧形ポンプユニットの加圧ポンプの全揚程P8

ア イ ウ

( ) 吐水圧 圧力損失 高低差1
( ) 高低差 吐水圧 圧力損失2
( ) 圧力損失 吐水圧 高低差3
( ) 高低差 圧力損失 吐水圧4

給水装置の計画使用水量に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。問題 33

( ) 計画使用水量は、給水管口径などの給水装置系統の主要諸元を計画する際の基礎となる1
ものであり、建物の用途及び水の使用用途、使用人数、給水栓の数等を考慮したうえで決

定する。

( ) 直結式給水における計画使用水量は、末端給水用具の同時使用の割合を十分考慮して、2
実態に合った水量として設定しなければならない。

( ) 受水槽式給水における受水槽への給水量は、給水管の口径と使用水量の時間的変化を考3
慮して定める。

( ) 直結増圧式給水を行う際には、同時使用水量を適正に設定することが、適切な配管口径4
の決定及び直結加圧形ポンプユニットの適正容量の決定に不可欠である。
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受水槽式給水による 戸の集合住宅１棟の標準的な受水槽容量の範囲として、次の問題 34 120
うち適当なものはどれか。ただし、１戸の居住人数は３人とし、１人 日当たりの使用1
水量は ℓとする。250

â( ) ～1 36 54
â( ) ～2 54 81
â( ) ～3 81 122
â( ) ～4 122 182

下図に示す給水装置におけるＣ点の吐水量として、次のうち も近い値はどれか。問題 35

なお、計算に用いる数値条件は次のとおりとし、給水管の流量と動水勾配の関係は、

図－１を用いて求めるものとする。

① 給水管の口径 ㎜20
② Ａ～Ｂ間の水平距離 ｍ20
③ Ｂ～Ｃ間の鉛直距離 ２ｍ

④ 水道メータ、給水用具類による損失水頭の直管換算長 ６ｍ

⑤ Ａ点における配水管の水圧 水頭として ｍ25

( ) ℓ 分1 10 /
( ) ℓ 分2 30 /
( ) ℓ 分3 50 /
( ) ℓ 分4 70 /
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図－１ 給水管の流量図
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給水装置工事事務論

指定給水装置工事事業者及び給水装置工事主任技術者に関する次の記述の正誤の組み問題 36

合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主任技術者を選任しなかったため、当該工事を

行った給水区域の水道事業者から、水道法に基づき指定の取消しをされた。その指定給水装

置工事事業者が近隣の給水区域である複数の水道事業者からも指定を受けている場合、その

近隣の給水区域の水道事業者は、当該指定給水装置工事事業者の指定の取消しをしなければ

ならない。

イ 指定給水装置工事事業者は、厚生労働省令で定められている給水装置工事の事業の運営に

関する基準に従い、給水装置工事主任技術者及びその他の給水装置工事に従事する者の給水

装置工事の施行技術の向上のために研修の機会を確保するよう努めることとし、適正な給水

装置工事の事業の運営に努めなければならない。

ウ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事についての十分な知識及び技能を有する者とし

て国家試験により全国一律の資格を付与されている。したがって、厚生労働省令で定める機

械器具を有し、一定の欠格事項に該当しなければ、特に届出をしなくても全国どこでも給水

装置工事を施行することができる。

、 、 、 、エ 指定給水装置工事事業者は 給水装置工事主任技術者が技術の要となり調査 計画 施工

検査の一連の業務を行うことから、水道事業者と連絡調整を常に行わなければならない。こ

のため、指定の申請をする場合は、申請者の住所又は事業所の所在地が、当該水道事業者の

給水区域内に存在しなければならない。

ア イ ウ エ

( ) 正 正 誤 正1
( ) 誤 誤 正 誤2
( ) 誤 正 誤 誤3
( ) 誤 誤 正 正4
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給水装置の構造及び材質の基準に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当な問題 37

ものはどれか。

ア 水道法施行令第５条の構造及び材質の基準を適用するにあたって必要な技術的な細目とし

て定められている性能基準は 「耐圧 「浸出等 「水撃限界 「逆流防止 「耐寒」の５、 」、 」、 」、 」、

項目である。

イ 給水装置工事主任技術者が、施主からの強い要望により施主の希望する外国製給水用具の

取付けを依頼された。その給水用具は、給水装置の構造及び材質の基準に適合していないた

め、使用できないことを説明したことは職務として適切である。

ウ 飲用のための給水装置工事を行う場合、同じ敷地内で近接した場所にシアン、六価クロム

を取り扱う工場があるが、給水装置の構造及び材質の基準に適合した給水管であるため、そ

の製品を使用し、適切な防護を行い施行することにした。

エ 水栓その他水撃作用を生じるおそれのある給水用具は、厚生労働大臣の定める水撃限界に

関する試験に合格した性能を有するものでなければならないが、当該給水用具の上流側に近

接して水撃防止器具を設置することなどにより適切な水撃防止のための措置を講じているも

のは使用してよい。

ア イ ウ エ

( ) 誤 正 誤 誤1
( ) 正 正 誤 誤2
( ) 正 誤 正 正3
( ) 誤 正 誤 正4

給水装置工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。問題 38

( ) 水道事業者は、給水装置の検査を行うとき、当該給水装置に係る給水装置工事を施行し1
た指定給水装置工事事業者に対し、その工事を施行した事業所の給水装置工事主任技術者

を、検査に立ち会わせることを求めることができる。

( ) 指定給水装置工事事業者は、配水管と給水管の接続工事や道路下の配管工事において、2
適切に作業を行うことができる技能を有する者に従事させる必要があるが、その者に当該

工事に従事する他の者を実施に監督させてはならない。

( ) 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事に従事する者に技術的な指導監督を誠実に行3
わなければならない。

( ) 給水装置工事に従事する者は、給水装置工事主任技術者がその職務として行う指導に従4
わなければならない。
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水道法及び水道法施行規則に規定されている給水装置工事主任技術者の職務として、問題 39

次の記述のうち、不適当なものはどれか。

( ) 給水装置工事に係る給水装置の構造及び材質が水道法第 条の規定に基づく政令で定1 16
める基準に適合していることの確認。

( ) 配水管から分岐して給水管を設ける工事及び給水装置の配水管への取付口から水道メー2
タまでの工事に係る工法、工期その他の工事上の条件に関する水道事業者への連絡調整。

( ) 単独水栓の取替え及び補修並びにこま、パッキン等給水装置の末端に設置される給水用3
具の部品の取替え(配管を伴わないものに限る。)以外の給水装置工事を完了したときの水

道事業者への連絡。

( ) 事業所の名称及び所在地その他厚生労働省令で定める事項に変更があった場合の水道事4
業者への届出。

給水装置工事の記録及び保存に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なも問題 40

のはどれか。

ア 指定給水装置工事事業者は、事業運営の基準に従い、給水装置工事主任技術者に施行した

給水装置工事に係る記録を作成させ、１年間保存しなければならない。

イ 給水装置工事の記録は、施主の氏名又は名称、施行場所、施行完了年月日、その工事の技

、 、 、術上の管理を行った給水装置工事主任技術者の氏名 竣工図 使用した材料のリストと数量

工程ごとの給水装置の構造及び材質の基準への適合性確認の方法及びその結果、竣工検査の

結果について作成する。

ウ 給水装置工事の記録の作成は、給水装置工事主任技術者が行うこととなっており、当該給

水装置工事の担当者であるか、ないかにかかわらず、既に選任されている給水装置工事主任

技術者の中の１人に行わせることができる。

エ 給水装置工事の記録は、特に様式が定められていないが、水道事業者に給水装置工事の施

行を申請したときに用いた申請書に記録として残すべき事項が記載されている場合でも、そ

の複写したものでは記録として保存することはできない。

ア イ ウ エ

( ) 正 誤 誤 正1
( ) 誤 正 正 誤2
( ) 誤 正 誤 誤3
( ) 誤 誤 正 正4


